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市
民
の
声
を
反
映
さ
せ

　
　
真
に
必
要
な
図
書
館
計
画
を

荒
井
　
眞
理
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

私
は
図
書
館
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
き
た
が
、
１

年
後
に
図
書
館
を
５
館
５
室
か

ら
１
館
９
室
へ
、
と
の
極
端
な

機
能
縮
小
案
を
一
か
月
前
に
聞

か
さ
れ
た
。
衝
撃
的
だ
。
地
方

分
権
と
言
わ
れ
る
時
代
、
ま
ち

づ
く
り
に
は
市
民
参
加
が
欠
か

せ
な
い
。
ど
の
よ
う
に
市
民
の

声
を
集
約
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　
　

図
書
館
協
議
会
で
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

る
。

　
　
　

図
書
室
の
課
題
は
何

か
。

　
　
　
　
　
　

人
が
常
駐
し
て

い
な
い
、
十
分
な
広
さ
が
な

い
、
蔵
書
数
が
少
な
い
。

　
　
　

協
議
会
で
は
、「
財
政
状

況
と
し
て
当
然
図
書
館
の
予
算

も
約
25
％
削
減
さ
れ
る
。
市
長

が
変
わ
り
、
支
所
の
在
り
方
と

併
せ
て
図
書
館
の
在
り
方
を
検

討
す
べ
き
。」と
の
説
明
に
、委

員
ら
は「
行
革
を
旗
印
に
あ
げ
ら

れ
る
と
何
も
言
え
な
い
。」、「
こ

の
協
議
会
に
出
て
み
る
と
末
端

の
声
は
ど
こ
に
も
届
か
な
い
と

感
じ
る
。」と
異
口
同
音
に
言
っ

て
い
る
。
１
館
９
室
に
賛
成
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い

て
採
決
を
と
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　

と
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

条
例
に
は
採
決
に
つ
い

て
ど
う
書
い
て
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　

条
例
の
中
に

「
採
決
」
と
い
う
記
載
は
な

い
。

　
　
　

条
例
に
は
「
過
半
数
で

決
し
、
可
否
同
数
は
議
長
の
決

で
採
決
を
す
る
」
と
あ
る
が
間

違
い
か
。

　
　
　
　
　
　

私
の
確
認
間
違

い
。
今
回
は
提
案
で
あ
っ
て
、

ま
だ
可
否
を
採
る
と
こ
ろ
ま
で

は
い
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

採
決
を
と
っ
て
い
な
い

も
の
に
対
し
、
12
月
議
会
で
市

長
は
「
協
議
会
が
了
承
し
た
」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
問
題
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

協
議
会
の
意
見

は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
報
告
し

た
。

　
　
　

図
書
館
を
１
館
に
集
中

す
る
原
案
に
賛
成
と
の
意
見
が

３
分
の
１
程
度
あ
っ
た
と
仄
聞

す
る
。
つ
ま
り
反
対
は
３
分
の

２
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

協
議
会
の
あ
ら

か
た
の
意
見
は
こ
こ
へ
行
け
ば

（
本
が
）揃
う
と
こ
ろ
が
欲
し
い

と
解
釈
し
た
。
採
決
は
と
っ
て

い
な
い
。

佐
渡
の
農
業
経
営
基
盤
の

　
　
　
　
　
　
　
安
定
の
た
め
に

村
川
　
四
郎
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

農
業
振
興
の
継
続
な
く

し
て
佐
渡
経
済
の
安
定
は
な

い
。
地
産
地
消
の
販
路
拡
大

策
、
青
年
就
農
支
援
制
度
と
就

農
受
け
入
れ
支
援
策
、
研
修
修

了
後
の
就
農
支
援
と
フ
ォ
ロ
ー

体
制
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　

佐
渡
に
素
晴
ら
し
い
農

林
水
産
物
が
あ
っ
て
も
商
品
化

さ
れ
て
い
な
い
。
地
産
地
消
に

よ
る
販
路
拡
大
策
と
し
て
、
女

性
や
高
齢
者
が
生
産
し
た
野
菜

を
出
荷
し
て
商
品
化
す
る
。
消

費
先
は
ホ
テ
ル
や
旅
館
、
学
校

給
食
や
社
会
福
祉
施
設
等
々
に

流
通
さ
せ
る
。
女
性
や
高
齢
者

の
生
き
が
い
元
気
対
策
に
も
つ

な
が
る
。
就
農
支
援
は
、
後
継

者
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
島
外
か

ら
も
来
て
も
ら
い
、
就
農
し
て

頂
く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
施
策
が
、
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
の
で
行
政
、

農
協
が
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
共
有

す
る
一
連
の
流
れ
を
つ
く
る
。

青
年
の
新
規
就
農
支
援
制
度
に

は
、
２
年
間
、
技
術
を
教
え
る

準
備
型
と
、
技
術
習
得
し
て
い

る
人
が
即
農
業
を
始
め
る
支
援

を
す
る
経
営
開
始
型
の
２
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

就
農
予
定
時
の

年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

が
要
件
で
、
給
付
額
は
、
ど
ち

ら
も
年
間
１
５
０
万
円
、
準
備

型
は
研
修
２
年
間
、
経
営
開
始

型
は
１
５
０
万
円
が
５
年
間
対

象
と
な
る
。
研
修
先
の
研
修
受

け
入
れ
支
援
費
と
し
て
市
が
年

間
30
万
円
を
提
供
す
る
。
市
独

自
の
就
農
支
援
と
し
て
、
過
去

の
苦
い
経
験
を
踏
ま
え
て
フ
ォ

ロ
ー
可
能
な
里
親
制
度
を
創
設

す
る
。
先
ず
南
部
で
柿
等
の
果

樹
で
市
・
公
社
・
Ｊ
Ａ
羽
茂
が

一
体
と
な
っ
た
受
け
入
れ
体
制

を
進
め
る
が
、
佐
渡
全
体
で
支

援
で
き
る
農
地
や
機
械
な
ど
も

提
供
で
き
る
里
親
リ
ス
ト
を
つ

く
り
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
考
え

て
い
る
。　

　
　
　

椿
尾
〜
亀
脇
線
整
備

は
、
観
光
、
救
急
、
消
防
、
水

産
業
振
興
と
地
域
の
生
活
改
善

に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
土
地

問
題
が
解
決
し
た
地
区
か
ら
部

分
工
事
を
早
急
に
進
め
る
よ
う

県
に
お
願
い
す
べ
き
だ
。

　
　
　

こ
の
道
路
３
区
間
14
・

４
キ
ロ
の
一
部
に
１
９
５
名
の

共
有
地
が
含
ま
れ
、
県
へ
の
引

き
継
ぎ
が
難
航
し
て
い
る
。
市

は
防
災
、
安
全
、
安
心
の
生
活

確
保
の
た
め
、
登
記
事
務
が
完

了
し
た
椿
尾
〜
亀
脇
間
の
2.0
キ

ロ
区
間
の
分
割
整
備
を
進
め
る

よ
う
県
と
協
議
を
重
ね
、
早
期

の
事
業
化
を
強
く
働
き
か
け

る
。

佐渡市議会だより第36号

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

教
育
長

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
質 
問

農
林
水
産
課
長

質 

問

質 

問
市 

長

市 

長

佐渡市立10図書館・室合計
参考資料『新潟県の図書館』
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後
年
度
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め

合
併
特
例
債
に
よ
る
本
庁
一
本
化
が
不
可
欠
　

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

市
長
は
市
役
所
本
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
「
合
併
特
例
債

に
よ
り
現
在
の
本
庁
舎
を
活
か

し
た
増
設
を
積
極
的
に
進
め

る
。
」
と
正
式
表
明
し
て
い
る

が
、
別
表
の
ど
の
本
庁
機
能
を

増
設
し
た
庁
舎
に
入
れ
る
の

か
。

　
　
　

現
在
、
金
井
の
本
庁
舎

と
佐
和
田
・
両
津
・
真
野
に
本

庁
機
能
が
分
か
れ
て
い
る
も
の

を
一
つ
に
す
る
と
と
も
に
本
庁

第
２
庁
舎
は
借
地
な
の
で
そ
れ

も
増
設
庁
舎
に
よ
り
解
消
す

る
。

　
　
　

レ
ジ
袋
有
料
化
は
条
例

で
強
制
し
て
事
業
者
に
や
ら
せ

る
も
の
で
は
な
く
、
自
主
的
な

取
組
み
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

こ
の
条
例
に
弊
害
が
あ

る
な
ら
ば
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
勉
強
さ
せ
て
ほ
し

い
。

近
藤
　
和
義
　
議
員

佐渡市議会だより第36号

官
民
一
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て
問
う

笠
井
　
正
信
　
議
員

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

市
の
重
要
課
題
等
を
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
言
い
っ
ぱ
な

し
で
な
く
協
働
で
進
め
、
事

業
、
予
算
、
企
画
等
を
取
り
入

れ
今
年
度
に
反
映
す
る
と
い
う

が
事
業
予
算
は
何
が
あ
る
の

か
。

　
　
　

雇
用
、
産
業
活
性
化
対

策
、
地
域
資
源
活
用
、
第
二
創

業
化
、
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

等
に
予
算
付
け
し
た
。

　
　
　

災
害
の
強
い
島
と
い
わ

れ
る
が
、
両
津
地
区
の
湊
、
夷

地
区
は
逃
げ
場
が
な
い
。
両
津

支
所
に
避
難
棟
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　

国
の
耐
震
改
修
促
進
法

の
改
正
、
補
助
制
度
を
見
き
わ

め
た
い
。

　
　
　

近
年
、
新
規
採
用
が
極

端
に
少
な
い
が
、
年
齢
構
成
に

問
題
は
な
い
か
。

　
　
　

ま
ず
は
第
一
義
的
に
は

人
件
費
の
抑
制
に
取
組
む
。

　
　
　

佐
渡
市
の
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
何
か
。

　
　
　

採
る
漁
業
か
ら
作
り
育

て
る
漁
業
を
推
進
し
て
き
た

が
、
現
在
は
銀
鮭
の
稚
魚
の
生

産
に
専
念
し
て
い
る
。

　
　
　

教
育
行
政
方
針
が
今
回

初
め
て
示
さ
れ
た
。
残
念
な
が

ら
道
徳
教
育
の
課
題
が
載
っ
て

い
な
い
が
、
昨
今
は
道
徳
教
育

は
注
目
さ
れ
子
ど
も
た
ち
に
生

命
の
尊
重
、
豊
か
な
人
間
性
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
、
社
会

性
、
倫
理
観
や
正
義
感
、
美
し

い
も
の
や
自
然
に
感
動
す
る
心

を
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
等
が
連
携
を
図
り
、
子
ど
も

た
ち
の
発
達
段
階
を
ふ
ま
え
、

体
験
し
、
感
動
す
る
な
ど
の
指

導
が
十
分
で
な
か
っ
た
気
が
す

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

道
徳
教
育
は
道
徳
の

時
間
及
び
教
育
活
動
を
通
じ
て

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市

の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
い
じ

め
、
不
登
校
の
解
消
の
項
目
の

中
で
道
徳
教
育
の
一
層
充
実
に

取
組
む
。

　
　
　

福
島
県
か
ら
の
避
難
者

の
方
々
の
支
援
は
ゆ
き
と
ど
い

て
い
る
か
。

　
　
　

現
在
、
60
人
が
避
難
さ

れ
て
い
る
。
佐
渡
市
と
し
て
の

対
応
は
、
汽
船
の
運
賃
軽
減
、

市
民
と
の
交
流
、
イ
ベ
ン
ト
の

招
待
等
を
支
援
を
し
て
い
る
。

　
　
　

金
井
吉
井
小
学
校
の
利

活
用
は
。

　
　
　
　

地
域
の
実
情
も
あ

り
、
た
だ
い
ま
市
有
財
産
検
討

委
員
会
で
今
後
の
利
活
用
を
検

討
中
で
あ
る
。

質 

問
質 

問
市 

長
市 

長

教
育
長

教
育
長

質 

問

質 
問

質 

問

質 

問
質 

問
質 

問
質 

問
市 

長

市 

長

市 

長
市 

長

市 

長
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政
治
姿
勢
に
つ
い
て
問
う

市
政
会
　
竹
内
　
道
廣
　
議
員

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問　

市
長
の
行
政
運
営
は
間
違
い
だ
ら

け
だ
。
行
政
運
営
は
公
平
で
公
正
が
原
則

だ
。
慎
重
で
正
直
で
誰
の
目
に
も
納
得
で

き
る
透
明
性
が
担
保
さ
れ
た
や
り
方
で
な

け
れ
ば
駄
目
だ
。
市
長
の
や
る
こ
と
に
は

不
信
感
だ
ら
け
だ
。
業
者
癒
着
、
便
宜
供

与
が
目
に
余
る
。
市
長
の
や
る
こ
と
に
は

危
険
な
臭
い
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
て
い
る
。
後

で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

社
会
正
義
に
徹
す
る
べ
き
だ
。

　

合
併
後
10
年
目
を
迎
え
る
が
10
年
間
で

5
0
0
0
億
円
も
の
金
を
た
れ
流
し
、
な
ん

の
成
果
も
生
ま
れ
な
い
、
た
だ
た
だ
衰
退
に

衰
退
を
重
ね
て
い
る
。
人
口
は
１
万
人
減

少
し
、
消
費
は
1
0
0
億
円
減
少
し
た
。
農

林
水
産
と
も
に
衰
退
に
衰
退
を
重
ね
、
商

店
街
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
て
限
界

集
落
だ
ら
け
だ
。
こ
れ
か
ら
す
べ
て
に
お
い

て
崩
壊
が
加
速
す
る
。
し
か
し
、
行
革
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
か
。
こ
の
加
速
す
る
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
な
い
限
り
衰
退
を
重
ね
る
だ
け

で
あ
る
。
百
年
の
大
計
に
立
っ
た
先
を
見
す

え
た
政
策
が
極
め
て
重
要
だ
。
そ
の
政
策

の
一
つ
が
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
。
佐
渡

空
港
2
0
0
0
ｍ
化
は
ど
う
進
ん
で
い
る
の

か
。
重
要
港
湾
の
整
備
計
画
は
ど
う
進
ん
で

い
る
の
か
。
さ
ら
に
国
道
バ
イ
パ
ス
、
佐
渡

一
周
線
と
も
遅
れ
に
遅
れ
て
い
る
。
ど
う
進

め
る
つ
も
り
か
。

　
　
　

結
果
責
任
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

時
間
が
か
か
っ
て
も
将
来
に
向
か
っ
て
、
基

礎
づ
く
り
か
ら
始
め
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

夢
と
希
望
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
行
革
に
つ
い
て
31
年
度
の
合
併
特

例
期
間
終
了
を
見
す
え
て
自
立
が
で
き
る
行

政
基
盤
と
い
う
も
の
を
確
立
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
2
0
0
0
ｍ
化
に
つ
い
て
は
県

と
の
調
整
の
関
係
も
あ
る
が
、
今
後
と
も
粘

り
強
く
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。
港
湾

整
備
計
画
に
つ
い
て
昨
年
は
国
県
に
対
し
て

耐
震
化
に
よ
る
大
型
船
舶
着
岸
岸
壁
の
整
備

の
要
望
活
動
を
行
っ
た
が
引
き
続
き
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
。
国
道
3
5
0
号
バ
イ
パ

ス
及
び
佐
渡
一
周
線
は
最
重
要
な
幹
線
で
あ

り
、
今
後
と
も
整
備
促
進
、
さ
ら
に
市
中
心

部
と
周
辺
部
の
格
差
解
消
を
図
る
点
か
ら
も

道
路
予
算
確
保
に
向
け
て
強
く
要
望
し
て
い

く
。

市
長
１
年
目
を
振
り
返
っ
て
の

総
括
を
せ
よ

新
生
ク
ラ
ブ
　
岩
﨑
　
隆
寿
　
議
員

代
表
質
問

代
表
質
問

　
　
　

年
度
当
初
の
施
政
方
針
に
５
つ
の

課
題
と
し
、
雇
用
、
観
光
、
過
疎
・
少
子

化
・
高
齢
化
、
防
災
対
策
、
行
財
政
改
革

を
揚
げ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
達
成
で
き

た
か
。

　
　
　

私
に
与
え
ら
れ
た
任
期
４
年
の
中

で
計
画
的
に
市
政
を
運
営
し
て
い
く
、
こ

れ
が
基
本
で
あ
る
。
１
年
目
の
１
点
目
は

島
外
の
方
た
ち
に
佐
渡
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
。
２
点
目
は
、
佐
渡
を
応
援
し
て

く
れ
る
方
や
、
企
業
と
連
携
を
と
る
こ
と

で
す
。
島
外
に
お
い
て
は
大
企
業
を
含

め
、
佐
渡
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
20
社
以
上
の

方
々
と
話
を
し
、
も
う
既
に
動
い
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
　

佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
た

平
成
21
年
度
頃
と
は
計
画
自
体
に
違
い
が

出
て
き
て
い
る
。
早
急
に
見
直
し
を
せ
よ
。

　
　
　

今
年
度
９
月
を
め
ど
に
見
直
し
を

す
す
め
て
い
る
。

　
　
　

現
在
、
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画

を
強
力
に
推
し
進
め
て
い
る
中
で
、
今
年

度
予
算
は
、
過
去
最
大
級
の
予
算
規
模
で

あ
る
。
職
員
一
人
当
た
り
に
か
か
る
業
務

量
は
以
前
に
も
増
し
て
多
く
な
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
市
政
運
営
に
支
障
は
な
い

か
。

　
　
　

事
業
の
見
直
し
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
導
入
、
民
営
化
等
の
事
務
量
の
削

減
が
必
要
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
、

市
政
運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
職
員
配

置
を
行
う
。

　
　
　

現
在
、
平
成
29
年
度
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
鋭
意
努
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
、
今

後
の
予
定
を
問
う
。

　
　
　

昨
年
末
に
旧
佐
渡
鉱
山
の
施
設
が

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど

が
、
世
界
遺
産
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
構

成
資
産
候
補
の
国
文
化
財
の
指
定
を
計
画

ど
お
り
に
進
め
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、

相
川
の
町
並
み
景
観
や
、
西
三
川
砂
金
山

の
、
文
化
財
指
定
の
申
請
を
行
う
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
世
界
遺
産
推
薦
書
の
平
成
27

年
度
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
提
出
に

向
け
、
平
成
25
年
度
か
ら
そ
の
執
筆
作
業

に
着
手
し
、
平
成
29
年
度
の
登
録
実
現
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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改
正
離
島
振
興
法
は

大
き
な
チ
ャ
ン
ス

新
和
会
　
佐
藤
　
孝
　
議
員

代
表
質
問

代
表
質
問

　
　
　

市
長
が
施
政
方
針
で
も
述
べ
た
改

正
離
島
振
興
法
が
平
成
25
年
４
月
１
日
よ

り
施
行
さ
れ
る
が
、
今
回
の
改
正
は
市
長

に
と
っ
て
も
佐
渡
市
に
と
っ
て
も
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
、
今
描
い
て
い
る
市

長
の
施
政
方
針
以
外
の
施
策
に
つ
い
て
も

問
う
。

　
　
　

こ
の
改
正
離
島
振
興
法
は
佐
渡
の

活
性
化
の
た
め
、
佐
渡
が
試
さ
れ
て
い
る

と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
責
務
が

明
確
に
示
さ
れ
、
３
省
庁
か
ら
７
省
庁
ま

で
管
轄
を
広
げ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を

整
え
た
の
で
、
定
住
、
交
流
、
安
全
・
安

心
の
３
本
柱
を
核
と
し
て
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　

廃
屋
対
策
の
条
例
制
定
と
東
日
本

大
震
災
の
が
れ
き
の
受
入
れ
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　

廃
屋
対
策
に
つ
い
て
は
市
民
の
安

全
確
保
に
向
け
て
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
、

早
急
に
弁
護
士
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討

す
る
。
が
れ
き
の
受
入
れ
は
90
％
が
処
理

予
定
で
残
り
も
平
成
25
年
度
中
に
処
理
で

き
る
と
の
環
境
省
の
発
表
で
あ
る
。

　
　
　

図
書
館
の
統
廃
合
計
画
で
５
図
書

館
を
中
央
図
書
館
１
館
と
し
、
４
図
書
館

を
無
人
化
し
、
図
書
室
と
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
即
時
計
画
の
見
直
し
を
し
、
現
状

の
ま
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　
　

図
書
館
協
議
会
で
検
討
し
、
中

央
に
集
中
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
図
書
館
を
１
館
と
し
て
集

中
し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
周
辺
の
施
設
は

図
書
室
と
し
て
地
区
教
育
係
の
管
理
の
も

と
で
継
続
し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

国
県
の
予
算
と
権
限
を
取
込
む

移
譲
に
つ
い
て

地
域
政
策
研
究
会
　
根
岸
　
勇
雄
　
議
員

代
表
質
問

代
表
質
問

質
問　

国
県
の
予
算
と
権
限
を
取
込
み
、

佐
渡
市
の
兼
務
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
　

県
内
市
町
村
に
お
け
る
権
限
移
譲

の
実
績
は
三
条
市
、
新
潟
市
に
つ
い
で
３

番
目
で
あ
る
。
私
自
身
も
そ
の
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
県
に
対
し
て
二
重
行
政
の

解
消
を
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
を
し
て
い

る
。
今
後
も
佐
渡
市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

の
大
き
い
事
務
か
ら
優
先
的
に
効
率
的
な

行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
た
め
財
源
と
セ

ッ
ト
で
受
け
入
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
　
　

譲
渡
施
設
の
今
後
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
利
用
さ

れ
た
施
設
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
役
割
が

継
承
さ
れ
る
よ
う
新
た
な
民
間
の
譲
渡
先

を
現
在
探
し
、
交
渉
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
さ
ら
に
市
が
保
有
す
べ
き
温
泉
施

設
を
含
め
て
平
成
25
年
度
中
に
見
直
す
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
財
政
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
、
方
向
性
を
出
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
い
じ
め
、
不
登
校

体
罰
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　

平
成
24
年
度
２
学
期
末
の
い
じ

め
の
認
知
件
数
は
小
学
校
10
件
、
中
学
校

７
件
。
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
６

人
、
中
学
校
43
人
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
体

罰
に
あ
た
る
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
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